
地域の人口・世帯数

人　口 世帯数
富谷市 52,588 18,895
大和町 28,780 11,650
大郷町 8,273 2,753
大衡村 5,863 2,021
計 95,504 35,319

平成29年 ８ 月31日現在

平成29年10月１日発行第８2号

くろかわ広域

黒川地域行政事務組合事務所移転
10月より執務開始

平成27年９月11日
関東・東北豪雨被災時 前事務所周辺



❖ 
平
成
29
年

第
２
回
臨
時
会 

❖

❖ 

可
決
議
案

❖ 

可
決
議
案

議
会
報
告

議
会
報
告

議
会
報
告

　

平
成
29
年
６
月
22
日
に
、
平
成
29
年

第
２
回
臨
時
会
が
招
集
さ
れ
、
理
事
会

よ
り
提
出
さ
れ
た
５
件
全
て
の
議
案
が

可
決
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

平
成
29
年
８
月
10
日
に
、
平
成
29
年

第
３
回
議
会
定
例
会
が
招
集
さ
れ
、
理

事
会
よ
り
提
出
さ
れ
た
14
件
全
て
の
議

案
が
可
決
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　

専
決
処
分
の
承
認
を

求
め
る
こ
と
に
つ
い
て
（
平
成
28

年
度
黒
川
地
域
行
政
事
務
組
合
一

般
会
計
補
正
予
算
（
専
決
第
７

号
））

　
　
　
　
　
　
　

専
決
処
分
の
承
認
を

求
め
る
こ
と
に
つ
い
て
（
平
成
28

年
度
黒
川
地
域
行
政
事
務
組
合
病

院
事
業
会
計
補
正
予
算
（
専
決
第

２
号
））

　
　
　
　
　
　
　

専
決
処
分
の
承
認
を

求
め
る
こ
と
に
つ
い
て
（
平
成
28

年
度
黒
川
地
域
行
政
事
務
組
合
訪

問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
事
業
会
計

補
正
予
算
（
専
決
第
１
号
））

　
　
　
　
　
　
　

病
院
事
業
の
設
置
等

に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例

　
　
　
　
　
　
　

水
槽
付
消
防
ポ
ン
プ

自
動
車
の
取
得
に
つ
い
て

承
認
第
２
号

承
認
第
３
号

承
認
第
４
号

議
案
第
13
号

議
案
第
14
号

　
　
　
　
　
　
　

黒
川
地
域
行
政
事
務

組
合
事
務
所
の
位
置
を
定
め
る
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　
　
　
　
　
　
　

黒
川
地
域
行
政
事
務

組
合
公
告
式
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例

　
　
　
　
　
　
　

黒
川
地
域
行
政
事
務

組
合
情
報
公
開
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例

　
　
　
　
　
　
　

黒
川
地
域
行
政
事
務

組
合
個
人
情
報
保
護
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例

　
　
　
　
　
　
　

職
員
の
育
児
休
業
等

に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例

　
　
　
　
　
　
　

黒
川
地
域
行
政
事
務

組
合
火
災
予
防
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例

　
　
　
　
　
　
　

平
成
29
年
度
黒
川
地

域
行
政
事
務
組
合
一
般
会
計
補
正

予
算
（
第
１
号
）

　
　
　
　
　
　
　

平
成
29
年
度
黒
川
地

域
行
政
事
務
組
合
病
院
事
業
会
計

補
正
予
算
（
第
１
号
）

議
案
第
15
号

議
案
第
16
号

議
案
第
17
号

議
案
第
18
号

議
案
第
19
号

議
案
第
20
号

議
案
第
21
号

議
案
第
22
号

◇
質
問
趣
旨

　

利
用
者
と
職
員
数
の
増
加
に
伴
う
駐

　
　
　
　
　
　
　

平
成
28
年
度
黒
川
地

域
行
政
事
務
組
合
一
般
会
計
歳
入

歳
出
決
算
の
認
定
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　

平
成
28
年
度
黒
川
地

域
行
政
事
務
組
合
介
護
認
定
審
査

会
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算
の
認

定
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　

平
成
28
年
度
黒
川
地

域
行
政
事
務
組
合
障
害
支
援
区
分

認
定
審
査
会
特
別
会
計
歳
入
歳
出

決
算
の
認
定
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　

平
成
28
年
度
黒
川
地

域
行
政
事
務
組
合
病
院
事
業
会
計

決
算
の
認
定
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　

平
成
28
年
度
黒
川
地

域
行
政
事
務
組
合
訪
問
看
護
ス
テ
ー

シ
ョン
事
業
会
計
決
算
の
認
定
に
つい
て

　
　
　
　
　
　
　

平
成
28
年
度
黒
川
地

域
行
政
事
務
組
合
公
営
企
業
会
計
に

係
る
資
金
不
足
比
率
の
報
告
に
つい
て

認
定
第
１
号

認
定
第
２
号

認
定
第
３
号

認
定
第
４
号

認
定
第
５
号

報
告
第
１
号

❖ 

平
成
29
年

第
３
回
定
例
会 

❖

公
立
黒
川
病
院
の
駐
車
場
の

確
保
を

　
千　
坂　
裕　
春 

議
員

（
大
和
町
）

質
問
者 一
般
質
問

車
場
の
確
保
が
課
題
で
あ
る
が
、
現
状

を
把
握
し
て
い
る
の
か
。

◇
答
弁
要
旨

　

現
状
は
、
大
和
町
役
場
へ
28
台
、
消

防
署
北
側
の
民
間
敷
地
へ
40
台
を
確
保

し
、
現
在
、
病
院
の
駐
車
ス
ペ
ー
ス
は

３
８
６
台
と
な
っ
て
い
て
、
混
み
合
う
時

間
帯
で
20
台
か
ら
30
台
不
足
し
て
い
る
。

◇
質
問
趣
旨

　

新
た
な
駐
車
場
確
保
な
ど
具
体
的
な

対
策
は
考
え
て
い
る
の
か
。

◇
答
弁
要
旨

　

指
定
管
理
者
に
お
い
て
、
病
院
利
用

者
が
増
加
し
て
い
る
た
め
、
正
面
駐
車
場

か
ら
職
員
駐
車
を
減
ら
す
考
え
で
、
病
院

周
辺
へ
の
駐
車
場
確
保
を
進
め
て
い
る
。

◇
質
問
趣
旨

　

病
院
職
員
が
大
和
町
役
場
駐
車
場
を

利
用
し
て
い
る
が
、
組
合
内
の
公
平
性
、

大
和
町
職
員
と
の
公
平
性
は
保
た
れ
て

い
る
か
。

◇
答
弁
要
旨

　

黒
川
地
域
の
４
市
町
村
が
お
願
い
し

て
い
る
指
定
管
理
者
か
ら
の
要
請
で
あ

り
、
病
院
と
し
て
も
対
応
策
を
進
め
て

い
る
の
で
、
病
院
所
在
町
と
し
て
の
利

便
性
か
ら
も
ご
理
解
を
お
願
い
す
る
。

広域くろかわ
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◇
質
問
趣
旨

　

行
政
事
務
組
合
ご
み
焼
却
施
設
で
の

処
理
、
施
設
の
使
途
を
理
事
会
だ
け
で

決
定
で
き
る
の
か
。

◇
答
弁
要
旨

　

行
政
事
務
組
合
議
会
及
び
三
町
村
議

会
に
説
明
し
、
理
解
を
お
願
い
し
た
。

◇
質
問
趣
旨

　

環
境
省
見
解
「
バ
グ
フ
ィ
ル
タ
ー
は

99
．9
％
の
処
理
能
力
有
」
に
疑
問
の

声
が
あ
る
。
バ
グ
フ
ィ
ル
タ
ー
の
能
力

等
、
安
全
性
に
つ
い
て
ど
の
様
な
検
証

が
行
わ
れ
て
き
た
の
か
。

◇
答
弁
要
旨

　

バ
グ
フ
ィ
ル
タ
ー
・
施
設
装
置
は
、

国
の
施
設
基
準
を
遵
守
し
維
持
管
理
し

て
い
る
。
装
置
全
体
を
毎
日
及
び
月
例

で
点
検
し
、
燃
焼
ガ
ス
か
ら
有
害
物
質

を
除
去
す
る
「
ろ
布
」
３
１
５
本
は
、

無
作
為
の
サ
ン
プ
リ
ン
グ
に
よ
る
漏
れ

破
損
の
有
無
、
通
気
性
、
引
張
強
さ
、

顕
微
鏡
に
よ
る
専
門
検
査
を
実
施
し
、

５
年
ご
と
に
全
部
を
交
換
、
施
設
の
維

持
管
理
を
計
画
的
か
つ
適
正
に
実
施
し

て
い
る
。

◇
質
問
趣
旨

　

４
０
０
ベ
ク
レ
ル
以
下
の
汚
染
廃
棄

物
は
農
地
等
へ
す
き
込
む
と
の
こ
と
だ

が
、
予
定
地
へ
の
説
明
は
。

◇
答
弁
要
旨

　

低
い
数
値
の
も
の
は
町
村
の
責
任
で

農
林
地
へ
還
元
し
、
残
る
も
の
は
焼
却

処
理
と
し
、
予
定
地
へ
の
説
明
を
進
め

る
こ
と
に
し
た
。

◇
質
問
趣
旨

　

ご
み
処
理
施
設
所
在
地
区
に
お
け
る

説
明
会
で
出
さ
れ
た
意
見
は
。

◇
答
弁
要
旨

　

大
和
町
主
催
で
吉
田
地
区
全
世
帯
に

案
内
し
、
三
町
村
と
黒
川
行
政
か
ら
出

席
し
説
明
会
を
開
催
し
た
。
出
席
者
の

意
見
は
、「
焼
却
処
分
す
る
量
は
ど
れ

位
か
？
」「
最
終
処
分
場
は
仮
置
き
ゴ

ミ
で
あ
ふ
れ
て
い
る
。
あ
の
状
態
で
灰

を
埋
め
立
て
た
ら
放
射
性
物
質
が
流
出

す
る
の
で
は
な
い
か
？
」「
放
射
能
濃

度
の
測
定
等
、
管
理
は
ど
の
よ
う
に
考

え
て
い
る
の
か
？
」「
運
搬
方
法
、
運

搬
ル
ー
ト
は
？
」「
運
搬
は
毎
日
か
？

ま
と
め
て
運
搬
し
、
環
境
管
理
セ
ン

タ
ー
に
保
管
す
る
の
か
？
」「
福
島
と

比
較
し
た
ら
、
比
較
に
な
ら
な
い
低
い

数
値
な
ん
だ
か
ら
、
早
く
片
付
け
て
他

の
模
範
と
し
て
は
？
」
等
の
意
見
が

あ
っ
た
。

◇
質
問
趣
旨

　

保
管
場
所
ご
と
の
測
定
結
果
は
。

◇
答
弁
要
旨

　

平
成
28
年
６
月
か
ら
９
月
ま
で
に
測

定
し
た
数
値
で
、
大
和
町
は
、
牧
草
と

ほ
だ
木
が
個
々
の
7
ケ
所
に
保
管
、

４
０
０
ベ
ク
レ
ル
以
下
が
46
．５
ｔ
、

２
，０
０
０
ベ
ク
レ
ル
以
下
が
17
．６
ｔ

で
あ
る
。
大
郷
町
は
、
稲
わ
ら
・
牧
草

を
３
ケ
所
に
集
約
保
管
、
ほ
だ
木
は
１

個
人
の
保
管
で
、
４
０
０
ベ
ク
レ
ル
以

下
が
１
０
１
．１
ｔ
、
２
，０
０
０
ベ
ク

レ
ル
以
下
が
47
．５
ｔ
で
あ
る
。
大
衡

村
は
、
牧
草
を
1
ケ
所
に
集
約
保
管
、

ほ
だ
木
は
5
ケ
所
に
個
人
の
保
管
で
、

４
０
０
ベ
ク
レ
ル
以
下
が
２
９
９
ｔ
、

１
，０
０
０
ベ
ク
レ
ル
以
下
が
52
．７
ｔ
、

２
，０
０
０
ベ
ク
レ
ル
以
下
が
19
．２
ｔ

で
あ
る
。
そ
の
後
測
定
は
し
て
い
な
い
。

　

一
時
保
管
を
強
い
ら
れ
て
い
る
方
々

の
負
担
軽
減
を
考
え
、
ご
み
焼
却
施
設

を
管
理
す
る
行
政
事
務
組
合
と
各
町
村

が
更
な
る
連
携
を
取
り
な
が
ら
進
め
る
。

　

大
和
町
吉
田
字
根
古
南
地
内
に

建
設
中
の
ご
み
焼
却
施
設
建
設
工

事
は
、
平
成
30
年
４
月
運
用
開
始

に
向
け
工
事
が
進
め
ら
れ
て
お
り

ま
す
。

　

現
在
は
、
概
ね
建
築
・
機
械
の

据
付
け
を
終
了
し
、
配
線
な
ど
ま

と
め
作
業
を
し
て
お
り
ま
す
。
11

月
下
旬
に
機
械
ご
と
に
動
作
確

認
・
調
整
し
、
12
月
下
旬
か
ら
実

際
に
ご
み
を
焼
却
す
る
試
験
運
転

を
開
始
し
ま
す
。

　

今
後
も
、
工
事
作
業
の
安
全
対

策
と
事
故
防
止
に
努
め
ま
す
。

８
，０
０
０
ベ
ク
レ
ル
以
下
の 

農
林
業
系
廃
棄
物
の
処
理
は
‼

　
千　
葉　
勇　
治 

議
員

（
大
郷
町
）

質
問
者

ご
み
焼
却
炉

完
成
直
前
!!

限りない未来に向けて…広域行政
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平
成
28
年
度

決
算
報
告

一
般
会
計

　
平
成
29
年
第
3
回
議
会
定
例
会
で
、
平
成
28
年
度
の
黒
川
地
域
行
政
事
務
組
合
一
般
会
計
、
介
護
認
定
審
査
会
特
別
会
計
、
障
害
支
援
区
分
認
定

審
査
会
特
別
会
計
、
病
院
事
業
会
計
及
び
訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
事
業
会
計
の
決
算
が
認
定
さ
れ
ま
し
た
の
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

歳入
　一般会計の歳入総額は31億6,719万２千円であり、
前年度と比較して、５億2,166万（19.7％）の増となり
ました。

分担金及び負担金 当組合を構成する４市町村からの負担金

使用料及び手数料 黒川浄斎場の使用料、し尿及び浄化槽汚泥処分手数料、消防法に規定
する危険物の許認可に係る手数料等

国 庫 支 出 金 循環型社会形成の為の交付金、緊急消防援助隊活動交付金
県 支 出 金 県から移譲された事務に対する交付金
財 産 収 入 組合が保有する土地の占有料や財政調整基金の預金利子
繰 入 金 財政調整基金からの資金運用
繰 越 金 前年度においての決算剰余金を本年度会計に繰り越したもの
組 合 債 地方債借入れによる資金
諸 収 入 上記以外の収入

負担金内訳表　� （単位：千円）
構成市町村各種会計 大和町 大郷町 富谷市 大衡村 合　計

一 般 会 計 952,156 353,850 650,090 315,006 2,271,102

一
般
会
計
内
訳

総 務 費・ 議 会 費 30,756 19,088 45,003 17,496 112,343
民 生 費 20 20 20 20 80
衛 生 費 530,080 185,135 25,975 183,359 924,549
消 防 費 387,591 146,767 573,604 111,344 1,219,306
教 育 費 3,709 2,840 5,488 2,787 14,824

介護認定審査会特別会計 5,456 3,285 5,999 2,158 16,898
障害支援区分認定審査会特別会計 387 223 418 136 1,164
病 院 事 業 会 計 253,371 63,342 43,918 61,654 422,285

合　　　計 1,211,370 420,700 700,425 378,954 2,711,449
＊富谷市はごみ処理を市単独で行っているため、衛生費のうちごみ処理に係る経費の負坦はありません。
＊訪問看護ステーション事業会計に係る構成市町村の経費の負担はありません。

県支出金
153（0.0％）

分担金及び負担金
2,271,102

（71.7％）

国庫支出金
237,582

（7.5％）

財産収入
65（0.0％）

繰越金
505,869
（16.0％）

諸収入
26,151（0.8％）

使用料及び手数料
15,242（0.5％）

〔単位：千円〕

歳入総額
3,167,192

組合債 84,400（2.7％）

繰入金
26,628（0.8％）

広域くろかわ
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歳出
　一般会計の歳出総額は、27億1,241万９千円であり、前年度と比較して５億8,576
万１千円（27.5％）の増となりました。事務所移転のための旧仙台法務局大和出張所の土
地及び建物を取得しました。

　歳入歳出差引残額は４億5,477万３千円となり、翌年度へ繰り越すべき財源は、繰越明許費繰越額４億1,365万円で
実質収支は、4,112万３千円となり3,000万円を財政調整基金に積み立て、残額を翌年度に繰り越しました。

　当組合は，構成市町村（大和町、
大郷町、富谷市、大衡村）の事務
を共同処理しており、歳入の７割
以上は構成市町村からの負担金で
す。

議 会 費 議会の開催に要した経費

総 務 費 人事や給与の管理、事務所庁舎等の管理、広
報誌の発行、監査等に要した経費

民 生 費 老人ホーム入所判定委員会の開催に要した経費

衛 生 費
黒川浄斎場（火葬場）、環境衛生センター（し尿処
理）、環境管理センター（ごみ処理・焼却炉建設
工事）、最終処分場、各施設の運営に要した経費

消 防 費 火災、救急の出場、火災予防業務、救急救命
士の育成、普通救命講習会等に要した経費

教 育 費 視聴覚教材センター、適応指導教室、小・中
学校結核対策委員会の運営に要した経費

公 債 費 借入金の元利償還に要した経費（衛生費３件、
消防費10件）

災害復旧費 関東・東北豪雨による災害の復旧に要した経費

主な事業　� （単位：千円）
事　業　名 事業費

総 　　　　　 務 　　　　　 費
総 務 費 ・組合事務所土地・建物購入 23,000

衛 生 費

火 葬 場 費 ・火葬受付等業務委託
・火葬炉設備修繕工事

16,978
2,214

し尿処理費

・し尿処理施設管理業務委託
・汚泥脱水機（１号）修繕工事
・し尿処理施設整備工事
・ドラムスクリーン修繕工事
・処理棟北側屋上防水工事

15,984
1,566
21,676
1,188
1,404

ごみ処理費

・�焼却施設主要機器点検・炉内
清掃業務
・ごみ焼却施設整備工事
・粗大ごみ処理施設整備工事
・�廃プラスチック処理施設整備工事
・ごみ焼却施設耐火物補修工事

15,660
48,060
28,944
1,588
3,974

ごみ焼却施設
整備事業費

・�ごみ処理施設建設工事施工監
理業務委託
・ごみ処理施設建設工事
・�金取北地区地域振興整備事業
補助金・負担金

10,260
859,907

3,123

最終処分場費

・�一般廃棄物最終処分場施設維
持委託業務
・�砂ろ過･活性炭入替及び処理
槽清掃工事
・�浸出水処理施設中央制御装置
更新工事

13,284

2,592

5,238
消 防 費

常備消防費 ・消防本部補助訓練塔改修工事 7,344

消防施設費

・�消防救急デジタル無線保守点
検業務委託
・�消防指令システム保守点検業務委託
・連絡車更新
・�高規格救急自動車（寄贈車）更新

16,740
20,510
4,069
17,998

災 害 復 旧 費
消 防 費 ・消防搬送車更新 6,831

市町村負担金内訳（各種会計合計）

〔単位：千円〕

歳出総額
2,712,419

衛生費
1,300,632

（47.9%）
消防費

1,164,100
（42.9%）

教育費
14,573

（0.5％）

公債費
75,611（2.8%）

議会費 2,311（0.1%）災害復旧費
6,830（0.3%） 民生費 48（0.0%）

総務費
148,314

（5.5%）

420,700千円420,700千円

378,954千円

700,425千円700,425千円

1,211,370千円

限りない未来に向けて…広域行政
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介護認定審査会特別会計

病 院 事 業 会 計

障害支援区分認定審査会特別会計

訪問看護ステーション事業会計

　介護保険法に基づき、要支援、要介護につい
ての二次判定をするための審査会を、年間112回
（審査件数3,616件）開催し、適切な判定を行い
ました。

　公益社団法人地域医療振興協会に管理運営を委
ねて12年を経過する中、指定管理者においては、
医師体制の充実を始め、介護事業、保健予防事業
など着実に地域医療の充実に努めています。

（単位：千円）
区　分 歳　入 歳　出 差　引 内　容

介 護 認 定 審 査 会 特 別 会 計 17,511 16,763 748 介護認定審査会の開催に要した経費
障害支援区分認定審査会特別会計 1,191 1,046 145 障害支援区分認定審査会の開催に要した経費
＊介護認定審査会特別会計・障害支援区分認定審査会特別会計における、歳入歳出差引残額は、翌年度へ繰り越しました。

（単位：千円）
区　　分 収　入 支　出 差引残高 摘　要

病院事業会計

収益的収支 3,103,281 3,256,420 ▲153,139 病院の経営状況
（医　業） （2,883,439）（3,183,043）（▲299,604） 医業サービス提供による収支の状況
（医業外） （219,842） （73,377） （146,465） 医業サービス以外の収支の状況
資本的収支 362,928 362,926 2 企業債元金償還等

訪 問 看 護
ステーション
事 業 会 計

収益的収支 45,395 46,040 ▲645 訪問看護ステーションの経営状況
（事　業） （45,395） （46,040） （▲645） 訪問看護サービス提供による収支の状況
（事業外） （0） （0） （0）
資本的収支 0 0 0

　患　者　数（平成28年４月１日〜平成29年３月31日）　� （単位：人）

診療科 一　　　般　　　病　　　棟 回復期
病　棟内　科 小児科 外　科 整形外科 産婦人科 眼　科 耳鼻いんこう科 泌尿器科 合　計

入
院

延 15,007 0 4,272 7,208 192 0 0 487 27,166 17,264
１日 41.1 0 11.7 19.8 0.5 0 0 1.3 74.4 47.3

外
来

延 38,947 1,820 9,544 15,119 2,808 2,064 3,033 4,453 77,788 −
１日 132.9 7.5 32.6 62.2 11.6 21.5 12.5 18.3 265.5 −

　障害者総合支援法に基づき、障害程度の区分を
判定するための審査会を、年間12回（審査件数96
件）開催し、適切な判定を行いました。

　病院事業会計と同様、地域医療振興協会に管理
運営を委ねています。
　在宅で生活を保持できるように、個々の利用者
のニーズに応じた訪問看護サービス事業を提供し
ました。

公立黒川病院の経営状況“資金不足なし”
平成28年度公営企業会計資金不足比率について

　平成28年度決算に基づき算定された公営企業会計資金不足比率は、病院事業会計、
訪問看護ステーション事業会計とも資金不足はなく健全な経営状況となっています。

備　考
１　資金不足額がない場合は「―」と標記しています。
２�　経営健全化基準とは、資金不足比率がどのよ
うな状況にあるのかを判断する基準として設け
られているものです。資金不足比率が経営健全
化基準を超えた場合、経営健全化計画を策定し
なければなりません。

◆ 資金不足比率
特別会計の名称 平成28年度決算 経営健全化基準

病 院 事 業 会 計 − 20.0％
訪問看護ステーション
事 業 会 計 − 20.0％

広域くろかわ
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人事行政運営状況の公表
地方公務員法の規定により、職員の任用、給与などの人事行政運営状況についてお知らせします。
詳しくは、組合のホームページ（http://www.kurogyou.jp）をご覧ください。

①職員の任免に関する状況
　（平成28年４月１日から平成29年３月31日）

区分 行政職 消防職 労務職 医療職 合計
採用 ２人 ７人 ０人 １人 10人
退職 ３人 １人 ０人 ０人 � 4人

＊退職の内訳は定年退職　３人 普通退職　１人です。

①人件費の状況（平成28年度普通会計決算）
区　分 歳出額

Ａ 実質収支 人件費
Ｂ

人件費率
（Ｂ/Ａ）

（参考）
平成27年度の人件費率

平成28年度 2,730,228千円 42,016千円 1,187,019千円 43.5％ 54.0％

②職員給与費の状況（平成29年度普通会計当初予算）

区　分 職員数
Ａ

給　　与　　費 計
Ｂ

１人当たり
給与費（B/A）給　　料 職員手当 期末勤勉手当

平成29年度 174人 559,089千円 138,124千円 217,097千円 914,310千円 5,254千円
（注）１　職員手当には退職手当、児童手当は含まれていません。　　２　職員数は平成29年４月１日現在の人数です。

③職員の平均給料月額、平均給与月額及び平均年齢の状況（平成28年４月１日現在）
区　分 平均年齢 平均給料月額 平均給与月額

一般行政職 39.6歳 269,845円 301,436円
消 防 職 35.5歳 265,131円 323,520円
技能労務職 46.4歳 267,270円 325,001円

④職員の初任給の状況（平成28年４月１日現在）
区　　　分 黒川地域行政事務組合 宮城県 国

一 般 行 政 職
消 防 職

大学卒 176,700円 184,400円 176,700円
高校卒 144,600円 149,900円 144,600円

技 能 労 務 職 高校卒 142,000円 147,600円 142,000円

③部門別職員数の状況（各年４月１日現在）
区　　　　　分 職　　員　　数

対前年増減数
部　　　　　門 平成27年度 平成28年度

普 通 会 計 部 門

一般行政
部 門

総　　務 11人 11人 0人
民　　生 1人 1人 0人
衛　　生 17人 17人 0人

教　育　部　門 1人 1人 0人
消　防　部　門 135人 140人 5人
小 　　　　　 計 165人 170人 5人

公営企業等会計部門 病　院　部　門 1人 1人 �0人
合　　　　計 166人 171人 5人

（注）１　職員数は特別職を除いた職員数です。

②職員の定数の状況（平成28年４月１日現在）
区　分 条例定数 職員数

理事会の事務部局 35人 30人
教育委員会の事務局
（�教育委員会の所管に属する
学校以外の教育機関の職員）

2人 1人

消防の事務部局 145人 140人
計 182人 171人

１ 職員の任免及び職員数に関する状況

２ 職員給与の状況

（注）１  「平均給料月額」とは、平成28年４月１日現在
における各職種の職員の基本給の平均です。

　　　２  「平均給与月額」とは、給料月額と毎月支払われる扶
養手当、地域手当、住居手当、時間外勤務手当な
どのすべての諸手当を合計したものであり、地方公務
員給与実態調査において明らかにされているものです。

限りない未来に向けて…広域行政
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10
月
は
３
Ｒ
推
進
月
間
で
す

①分限処分の状況 該当者なし 該当者なし②懲戒処分の状況

⑤職員の経験年数別・学歴別平均給料月額の状況（平成28年４月１日現在）
区　　　分 経験年数

７年以上10年未満
経験年数

10年以上15年未満
経験年数

15年以上20年未満

一 般 行 政 職
大学卒 該当者なし 259,900円 297,400円
高校卒 該当者なし 該当者なし 該当者なし

消 防 職
大学卒 235,434円 278,000円 308,900円
高校卒 200,200円 227,767円 257,510円

技 能 労 務 職 高校卒 該当者なし 該当者なし 251,500円

⑥職員手当の状況（平成28年４月１日現在）
区　　分 内　　　　　　　容　　（月額支給）

扶養手当
（国と同じ）

・配　偶　者　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 13,000円　
・配偶者以外の扶養親族　　　　　　　　　 １人につき　　� 6,500円　
　（職員に配偶者がいない場合　　扶養親族のうち１人に　　11,000円）
※�扶養親族である子のうち、満15歳に達する日以後最初の４月１日から満22歳に達
する日以後の最初の３月31日までの間にある子1人につき5,000円加算

住居手当
（国と同じ）

・借家、借間居住者　　月額23,000円以下の家賃を支払っている職員
　　　　　　　　　　　　家賃−12,000円
　　　　　　　　　　　月額23,000円を超える家賃を支払っている職員
　　　　　　　　　　　　11,000円＋（家賃−23,000円）/２（限度額　27,000円）

通勤手当
（国と同じ）

交通機関等・自動車等を使用して通勤する職員（片道２km未満を除く）
・交通機関等利用者　　�１箇月に要する運賃等（最も経済的かつ合理的なもの）で

55,000円を限度として支給
・自動車等の利用者　　使用距離（片道）により、2,000円から31,600円

３ 職員の分限及び懲戒処分の状況

（単位：Bq/kg）
採取月 放射性ヨウ素 放射性セシウム134 放射性セシウム137 放射性セシウム合計

平成29年 ６ 月 不検出 不検出 86 86
平成29年 ７ 月 不検出 不検出 94 94
平成29年 ８ 月 不検出 不検出 74 74

基準値：8,000Bq/kg
　一般廃棄物最終処分場に埋立てしている焼却灰中の放射性物質は基準値を下回っています。今後も
定期的に測定を実施します。　� 問い合わせ先　業務課　☎345−6481

環境管理センター 焼却灰（飛灰）放射性物質測定結果

　

３
Ｒ（
ス
リ
ー
ア
ー
ル
）と
は
資
源

の
無
駄
を
な
く
し
、
ご
み
を
減
ら
す

［Reduce

］（
リ
デ
ュ
ー
ス
）・
使
え

る
も
の
を
再
利
用
す
る［Reuse

］

（
リ
ユ
ー
ス
）・
資
源
を
再
利
用
す
る

［Recycle

］（
リ
サ
イ
ク
ル
）の
こ
と

で
す
。

　

私
た
ち
の
生
活
の
中
で
燃
え
る
ご

み
の
減
量
化
と
資
源
の
有
効
活
用
を

実
践
し
環
境
に
や
さ
し
い
生
活
を
始

め
ま
し
ょ
う
。

　

平
成
28
年
度
の
調
査
に
よ
る
と
燃

え
る
ご
み
と
し
て
排
出
さ
れ
た
中
で

約
36
％
が
紙
類
で
す
。
こ
の
中
で
リ

サ
イ
ク
ル
で
き
る
紙
も
混
入
し
て
い
る

と
推
測
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
今
後

も
分
別
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

で
き
る
こ
と
か
ら
は
じ
め
よ
う

紙・布類
36％

ちゅうかい
（生ごみ）類
21％

木・竹・
わら類
3％

不燃物
6％

その他
2％

ビニール・合成樹脂・
皮革類　　　　32％
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11
月
９
日
は

　

平
成
29
年
６
月
６
日（
火
）午
後
８

時
20
分
頃
、
富
谷
市
あ
け
の
平
地
内

で
発
生
し
た
建
物
火
災
に
際
し
、
髙

野（
正
光
）様
、
髙
野（
光
二
）様
、
小

山
様
、
石
垣
様
の
４
名
は
、
火
災
を

発
見
し
、
消
火
器
や
水
道
ホ
ー
ス
を

使
用
し
て
の
消
火
活
動
を
実
施
し
ま

し
た
。

　

ま
た
、
７
月
28
日（
金
）午
後
２
時

50
分
頃
、
大
和
町
も
み
じ
ケ
丘
地
内

で
発
生
し
た
そ
の
他
火
災
に
際
し
、

　

火
事
と
救
急
は
「
１
１
９
番
」。

　

昭
和
62
年
か
ら
、
全
国
一
斉
に
毎

年
11
月
９
日
が
「
１
１
９
番
の
日
」

と
し
て
制
定
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
機

会
に
消
防
の
仕
事
や
正
し
い
１
１
９

番
の
か
け
方
に
つ
い
て
家
族
み
ん
な

で
話
し
合
っ
て
み
ま
し
ょ
う
。
火
災

や
急
病
・
け
が
な
ど
、
目
の
前
で
起

き
た
場
合
は
、
誰
で
も
気
が
動
転
し

興
奮
し
た
状
態
に
な
り
が
ち
で
す
。

一
秒
を
争
う
時
で
も
落
ち
着
い
て

１
１
９
番
通
報
で
き
る
よ
う
に
、
正
し

い
通
報
要
領
を
身
に
付
け
ま
し
ょ
う
。

 

１
１
９
番
通
報  

５
つ
の
ポ
イ
ン
ト 

一　
火
災
・
救
急
の
区
別

　
「
火
災
で
す
。」
又
は
「
救
急
で

す
。」
と
は
っ
き
り
言
う
こ
と
。

二　
場
所

　

住
所
は
、
正
し
く
詳
し
く
言
う
こ

と
。（
行
政
区
名
で
の
通
報
は
避
け

る
）
目
印
と
な
る
看
板
、
公
園
、
交

差
点
、
店
名
等
も
伝
え
る
こ
と
。

三　
火
災
・
救
急
等
の
状
況

　
「
〇
〇
が
燃
え
て
い
ま
す
。
火
が

株
式
会
社
ホ
ロ
ニ
ッ
ク
の
岩
谷
様
、

島
津
様
の
２
名
は
、
火
災
を
発
見
し
、

直
ち
に
１
１
９
番
通
報
す
る
と
と
も

に
消
火
活
動
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

自
ら
の
危
険
を
顧
み
ず
迅
速
か
つ

的
確
な
行
動
に
よ
り
、
火
災
に
よ
る

被
害
を
最
小
限
度
に
留
め
、
延
焼
阻

止
に
尽
力
し
た
功
績
は
顕
著
で
あ
り
、

こ
の
勇
気
あ
る
行
動
に
対
し
て
消
防

長
よ
り
感
謝
状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

天
井
ま
で
届
き
そ
う
で
す
。」
又
は

「
○
○
才
男
性
、
○
○
な
状
態
で
す
。

意
識
の
有
無
」
な
ど
何
が
（
だ
れ

が
）
ど
う
し
た
か
を
正
確
に
わ
か
り

や
す
く
言
う
こ
と
。

四　
通
報
者
の
氏
名
・
連
絡
先

　
「
私
の
名
前
は
〇
〇
〇
〇
で
す
。

電
話
番
号
は
〇
〇
〇

−

〇
〇
〇
〇
で

す
。」

五　
携
帯
電
話
に
よ
る
通
報

　

通
報
後
し
ば
ら
く
の
間
は
、
電
源

を
切
ら
ず
に
現
場
の
近
く
で
安
全
な

場
所
に
い
る
こ
と
。（
再
確
認
す
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。）
電
波
の
状
態

で
近
隣
消
防
本
部
へ
つ
な
が
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
が
、
そ
の
場
合
は
管
轄

消
防
本
部
へ
電
話
転
送
し
対
応
し
て

い
ま
す
。
転
送
さ
れ
る
場
合
、
転
送

先
で
も
通
報
内
容
を
繰
り
返
し
聞
か

れ
ま
す
が
、
ご
理
解
願
い
ま
す
。
近

く
に
固
定
電
話
が
あ
る

場
合
は
、
出
来
る
だ
け

固
定
電
話
か
ら
の
通
報

を
お
願
い
し
ま
す
。

※ 

消
防
本
部
通
信
員
か
ら
聞
か
れ
た

こ
と
に
、「 

ま
よ
わ
ず 

、

　
　
　
　
　
　

 

あ
わ
て
ず 

、

 

お
ち
つ
い
て 

」

　
正
確
な
情
報
を
伝
え
て
く
だ
さ
い
。

消
防
業
務

協
力
者
表
彰

左から島津清様、岩谷潤様

左から髙野光二様、石垣亮様、髙野正光様

「
１
１
９
番
の
日
で
す
」

限りない未来に向けて…広域行政
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地域医療センター長
横道　弘直

公
立
黒
川
病
院

　

大
事
だ
と
思
い
つ
つ
、
な
か
な
か
受

け
な
い
の
が
健
診（
健
康
診
断
）で
す
ね
。

　

そ
こ
で
今
回
は
、
健
診
に
つ
い
て
の

よ
く
あ
る
質
問
を
ま
と
め
て
み
ま
し
た
。

問 

１　
「
ど
ご
も
具
合
わ
る
ぐ
な
げ
れ

ば
、
う
げ
っ
ご
ど
な
い
ん
だ
べ
？
」

答�

１　
症
状
が
な
く
と
も
糖
尿
病
、
高

血
圧
、
脂
質
異
常
症
な
ど
を
発
症
し

て
い
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
胃
癌
、

大
腸
癌
な
ど
が
隠
れ
て
い
る
か
も
知

れ
ま
せ
ん
。
調
子
の
良
い
時
こ
そ
、

健
診
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

問 

２　
「
血
圧
で
病
院
さ
、
か
が
っ
で
っ

か
ら
、
大
丈
夫
だ
べ
？
」

答�

２　
今
の
医
療
制
度
で
は
、
血
圧
で

病
院
に
か
か
っ
て
い
て
も
、
血
圧
と

関
係
の
な
い
検
査（
癌
の
検
査
な
ど
）

は
原
則
出
来
ま
せ
ん
。
癌
検
診
は
是

非
お
受
け
下
さ
い
。
他
の
検
査
は
主

治
医
に
相
談
下
さ
い
。

問 

３　
「
今
年
は
受
け
だ
が
ら
、
安
心

だ
な
？
」

答�

３　
受
け
た
の
は
素
晴
ら
し
い
で
す

ね
！
で
は
、
結
果
の
通
知
を
、
ご
確

認
下
さ
い
ね
。
指
摘
が
あ
れ
ば
、
最

寄
り
の
医
療
機
関
を
受
診
し
ま
し
ょ
う
。

問 

４　
「
糖
が
引
っ
か
が
っ
た
け
ど
、

ど
ご
も
具
合
わ
る
ぐ
ね
ぇ
が
ら
、

放
っ
ど
い
だ
さ
。」

答�

４　
糖
尿
病
は
、
よ
ほ
ど
ひ
ど
く
な

け
れ
ば
自
覚
症
状
は
あ
り
ま
せ
ん
。

症
状
が
な
く
と
も
、
医
療
機
関
を
受

診
し
て
下
さ
い
。

　
健
診
を
活
か
し
て
、
大
切
な
健
康
を

守
り
ま
し
ょ
う
！

　

加
齢
に
伴
い
、
筋
力
や
立
っ
て
い
る

時
の
バ
ラ
ン
ス
は
少
し
ず
つ
低
下
し
ま

す
。
そ
こ
で
起
き
る
の
が
転
倒
で
す
。

転
倒
を
引
き
起
こ
す
原
因
と
し
て
大
き

く
内
因
性（
筋
力
や
バ
ラ
ン
ス
の
低
下

な
ど
）と
外
因
性（
内
服
薬
や
家
屋
環
境

な
ど
）に
分
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

今
回
は
内
因
性
に
つ
い
て
説
明
し
ま
す
。

一
つ
簡
単
な
検
査
を
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

何
に
も
つ
か
ま
ら
ず
に（
転
ば
な
い
よ

う
、
椅
子
や
手
す
り
の
近
く
で
行
っ
て

く
だ
さ
い
）片
脚
立
ち
を
し
ま
す
。
何

秒
立
て
た
で
し
ょ
う
か
？
20
秒
以
下
で

は
転
倒
の
危
険
性
が
あ
り
、
5
秒
以
下

で
あ
れ
ば
非
常
に
転
倒
の
危
険
性
が
高

い
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
転
倒
し
な
い

た
め
に
も
、
運
動
を
行
う
必
要
が
あ
り

ま
す
。
2
つ
の
運
動
を
こ
こ
で
は
紹
介

し
ま
す
。
1
つ
目
は
検
査
で
行
っ
た
片

脚
立
ち
を
、
何
か
に
つ
か
ま
り
な
が
ら

左
右
1
分
間
行
い
ま
す
。
で
き
る
よ
う

に
な
っ
て
き
た
ら
、
握
っ
て
い
た
手
を

軽
く
支
え
る
程
度
に
す
る
な
ど
、
徐
々

に
難
し
く
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。
2
つ

目
は
足
の
指
を
使
っ
た
運
動
で
す
。
椅

子
に
座
り
床
に
タ
オ
ル
を
置
き
、
足
の

指
を
使
っ
て
た
ぐ
り
寄
せ
ま
し
ょ
う
。

足
の
指
を
意
識
し
て
動
か
す
と
よ
り
効

果
的
で
す
。
大
事
な
こ
と
は
、
毎
日
行

う
こ
と
で
す
。
運
動
を
行
っ
た
日
に
は

カ
レ
ン
ダ
ー
に
チ
ェ
ッ

ク
を
す
る
な
ど
工
夫
し

て
習
慣
づ
け
ま
し
ょ
う
。

健
診
、活
か
し
て
ま
す
か
？

　

～
健
診
に
つ
い
て
の

よ
く
あ
る
質
問
～

●
○
●
○
●
○
●
○
●
○
●
○
●
○
●
○
●
○
●

転
倒
予
防
に
つ
い
て

理
学
療
法
士　

村
上　
克
徳

　

近
年
、
健
康
野
菜
と
し
て
注
目
さ

れ
て
い
る
ヤ
ー
コ
ン
は
南
米
原
産
で
、

イ
ン
カ
帝
国
の
時
代
か
ら
果
物
の
よ

う
な
野
菜
と
し
て
親
し
ま
れ
て
い
た

そ
う
で
す
。
味
や
歯
ざ
わ
り
が
梨
に

似
て
い
て
、
食
感
を
活
か
し
て
生
の

ま
ま
サ
ラ
ダ
に
し
た
り
、
炒
め
た
り

し
て
食
べ
ま
す
。
主
成
分
の
フ
ラ
ク

ト
オ
リ
ゴ
糖
は
腸
内
の
ビ
フ
ィ
ズ
ス

菌
を
増
や
し
、
腸
内
環
境
を
整
え
る

効
果
が
期
待
さ
れ
ま
す
。
ヤ
ー
コ
ン

の
葉
に
は
血
糖
の
上
昇
を
抑
え
る
効

果
が
あ
る
と
言
わ
れ
、
糖
尿
病
や
高

血
圧
予
防
に
お
茶
と
し
て
飲
ま
れ
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
空
気
に
触
れ

る
と
変
色
す
る
た
め
水
に
さ
ら
し
ま

す
が
、
有
効
成
分
の
ポ
リ
フ
ェ
ノ
ー

ル
も
流
れ
出
て
し
ま
う
の
で
、
水
に

さ
ら
す
の
は
ほ
ど
ほ
ど
に
し
ま
し
ょ
う
。

作
り
方

① 

ヤ
ー
コ
ン
は
皮
を
む
き
、
3
㎝
の

短
冊
切
り
に
し
た
ら
、
水
に
さ
ら

し
ま
す
。

② 

①
の
水
気
を
切
っ
た
ら
ボ
ー
ル
に

す
べ
て
の
材
料
を
混
ぜ
合
わ
せ
出

来
上
が
り
。

ツ
ナ
ご
ま
マ
ヨ
和
え

材
料
（
2
人
分
）

ヤ
ー
コ
ン　

 

１
本

ツ
ナ
缶　

 

１
缶

マ
ヨ
ネ
ー
ズ　

 

大
さ
じ
２

す
り
白
ご
ま　

 

大
さ
じ
２

塩
・
コ
シ
ョ
ウ　

 

少
々

健
康
ア
ド
バ
イ
ス

季
節
の
料
理
の
レ
シ
ピ

「
ヤ
ー
コ
ン
」

栄
養
室
室
長　

小
岩　
陽
子

広域くろかわ
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大郷町
おおさと秋まつり
①生涯学習フェスティバルの部
　開催日：10月28日（土）～10月29日（日）
　会　場：大郷町文化会館　他
　内　容：〈芸能の広場〉10月28日（土）
　　　　　午前９時～午後３時ごろ　文化会館ホール
　　　　 〈展示の広場〉10月28日（土）～29日（日）
　　　　　午前９時～午後４時　Ｂ＆Ｇ海洋センター
　　　　 〈出店の広場〉10月28日（土）
　　　　　午前10時～午後３時　文化会館正面玄関付近
　　問い合わせ先：おおさと秋まつり実行委員会事務局

（大郷町Ｂ＆Ｇ海洋センター内）　☎359-2982
②ファミリーマラソンの部
　開催日：11月５日（日）　受付：午前８時～
　会　場：大郷町総合運動場　野球場
　内　容：☆2.5km
　　　　　・親子の部（小学１～３年生とその保護者）
　　　　　・児童の部（小学４～６年生児童）
　　　　　・夫婦の部（夫婦及びそれに準ずるもの）
　　　　　☆５㎞
　　　　　・一般男子の部（中学生以上）
　　　　　・一般女子の部（中学生以上）
　　問い合わせ先：おおさと秋まつり実行委員会事務局

（大郷町Ｂ＆Ｇ海洋センター内）　☎359-2982
③おもてなしの部
　開催日：11月５日（日）
　会　場：☆道の駅おおさと（特設会場）
　内　容：☆�お振舞・おもてなしコーナー（ミニ上棟式・餅まき）
　　　　　☆�出店コーナー（サンマつかみ取り・Ｂ級グルメなど）
　　問い合わせ先：大郷町Ｂ＆Ｇ海洋センター

☎359-2982
収穫感謝祭
開催日：11月５日（日）
会　場：道の駅おおさと
　問い合わせ先：おおさと地域振興公社

　☎359-2675
大郷町民劇場
開催日：12月３日（日）
　　　　・午前の部　開場　午前10時　開演　午前10時30分
　　　　・午後の部　開場　午後１時30分　開演　午後２時
会　場：大郷町文化会館
入場料：前売券　大人500円、小・中学生300円
　　　　当日券　大人600円、小・中学生350円
　問い合わせ先：大郷町民劇場実行委員会事務局
　　（大郷町Ｂ＆Ｇ海洋センター内）　�☎359-2982

大和町
まほろばホールイベント
　第９回まほろば音楽祭

開 催 日：10月15日（日）
開　　演：午後１時30分（開場：午後１時）
入 場 料：無料(全席自由。ただし、入場整理券が必要）

　第47回たいわ町民文化祭
開催日時：11月４日（土）・11月５日（日）
　　　　　午前９時30分～午後３時30分
入 場 料：無料

　クリスマスコンサート「弦楽リストランテ」
開 催 日：12月９日（土）
開　　演：午後２時（開場：午後１時30分）
入 場 料：一般　2,000円、友の会1,800円
　　　　　（当日券は500円増し）
　問い合わせ先：まほろばホール

☎344-4401
　陶器祭り

開 催 日：11月３日（金・文化の日）
場　　所：百窯の里七ツ森陶芸体験館
連　　絡：七ツ森陶芸体験館　�☎346-2377

　第16回たいわ産業まつり
開 催 日：11月５日（日）
場　　所：まほろばホール
　問い合わせ�先：たいわ産業まつり実行委員会

（産業振興課内） � ☎345-1184
　第31回お立ち酒全国大会

開 催 日：11月18日（土）
場　　所：まほろばホール
連　　絡：お立ち酒全国大会事務局
　　 （大和町観光物産協会内） �☎345-7501

　島田飴まつり
開 催 日：12月14日（木）
場　　所：吉岡八幡神社
連　　絡：島田飴まつり実行委員会
　　 （くろかわ商工会大和事務所内）

☎345-3106

大衡村
大衡村ふるさと美術館
１階展示室（常設）
大衡村出身の画家　菅野　廉 氏の絵画及び使用画材の展示。

２階展示室（企画展）
・流木による人型彫像　岩﨑　永人「森の聖人展」
　　開催日：10月７日（土）～11月８日（水）
・「文屋こはる　スケッチ展」
　　開催日�：11月11日（土）～12月６日（水）
・児童・生徒絵画コンクール作品展
　　開催日�：12月９日（土）～平成30年１月14日（日）
★開館時間：４月１日～10月31日　10：00～16：00
　　　　　　11月１日～３月31日　 9：30～15：30
　　　　　　期間中の休館日なし
★入 館 料：一般�200円　 高校・大学生�150円
　　　　　　小・中学生�100円
　問い合わせ先：大衡村ふるさと美術館

☎345−0945

黒川管内イベント情報
富谷市

市民交流ホール（市役所１階）
土、日、祝日も午後５時まで開放しています。

「宮城県吉林省交流写真展」
開催日：11月６日（月）～11月24日（金）
作　者：富谷市日中友好協会

市民ギャラリー作品展（市役所２階）
土、日、祝日も午後５時まで開放しています。

「ファミリー展」
開催日：11月１日（水）～11月30日（木）
作　者：吉田ファミリー　武田　栄子 氏

「シルバー人材センター作品展」
開催日：12月１日（金）～12月22日（金）

　作　者：シルバー人材センター職員
平成29年度特別巡回ラジオ体操・みんなの体操会
開催日：10月８日（日）
会　場：富谷市総合運動公園

とみや国際スイーツ博覧会
開催日：10月28日（土）・29日（日）
会　場：富谷スポーツセンター

とみやふるさとまつり
開催日：11月12日（日）
会　場：富谷市しんまち公園等
　問い合わせ先：生涯学習課� ☎358-5400

限りない未来に向けて…広域行政
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地
球
で
起
き
て
い
る
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
が
私
た
ち
の

暮
ら
し
と
ど
の
よ
う
に
つ
な
が
っ
て
い
る
か
を
わ
か
り

や
す
く
伝
え
る
作
品
で
す
。

視
聴
覚
教
材
セ
ン
タ
ー

新
し
い
Ｄ
Ｖ
Ｄ
の
紹
介

・
も
っ
た
い
な
い
ば
あ
さ
ん
と

考
え
よ
う  

世
界
の
こ
と

　

視
聴
覚
教
材
セ
ン
タ
ー

で
は
、
公
民
館
行
事
・
各

地
域
で
活
動
す
る
団
体
・

各
ス
ポ
ー
ツ
文
化
活
動
な

ど
の
社
会
教
育
や
学
校
教

育
を
支
援
す
る
た
め
に
機

材（
プ
ロ
ジ
ェ
ク
タ
ー
等
）

や
教
材（
ビ
デ
オ
・
Ｄ
Ｖ

Ｄ
）を
無
償
で
貸
し
出
し

し
て
お
り
ま
す
。
お
気
軽

に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

　

機
材
・
教
材
の
利
用
に

つ
い
て
は
早
め
の
予
約
を

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

★普通救命講習会
　10月26日（木）　大衡出張所
　11月30日（木）　大郷出張所
　18時30分～３時間講習

★上級救命講習会
　11月16日（木）　富谷消防署
　９時00分～17時30分
問い合わせ先
　消防本部警防課救急係

☎３４５−６８８８

一般公募

救急講習会のご案内

●�建物の利用者が自ら火災の危険性に関する
情報を入手し、安心して建物を利用できる
よう、重大な消防法令違反のある建物を公
表する制度です。
　（�重大な消防法令違反とは、建物に義務付け
られた屋内消火栓設備、スプリンクラー設
備または自動火災報知設備が設置されていない違反です。）

関係者の方へ �建物の増改築や用途変更などを行う場合、新た
に消防用設備等が必要となることがありますので、
所轄の消防署へ事前にお問い合わせください。

【違反対象物の公表制度】
重大な消防法令違反の建物を
公表します。

平成30年
４月１日から

　

平
成
29
年
９
月
１
日（
金
）か
ら
富

谷
消
防
署
に
お
い
て
指
揮
車
の
運
用

を
開
始
し
ま
し
た
。

　

昨
年
10
月
１
日
の
富
谷
消
防
署
開

署
を
受
け
、
既
存
の
車
両
を
利
用
し

て
指
揮
隊
を
運
用
し
て
お
り
ま
し
た

が
、
こ
の
た
び
指
揮
車
が
完
成
し
、

配
備
と
な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
指
揮
車
は
、
火
災
等
の
災
害

現
場
に
お
い
て
現
場
活
動
の
指
揮
に

あ
た
る
た
め
の
資
器
材
等
を
多
く
積

載
す
る
こ
と
が
可
能
で
、
人
員
は
最

大
で
７
名
乗
車
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

今
後
は
、
災
害
現
場
で
の
活
躍
が

期
待
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

富
谷
消
防
署
指
揮
車

運
用
開
始
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